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保　育　所

※村内では「げんき保育園」

認定こども園
◦幼保連携型
◦幼稚園型
◦保育所型
◦地方裁量型

※現時点では村内にはありません

地域型保育
◦小規模保育
◦家庭的保育
◦居宅訪問型保育
◦事業所内保育

※現時点では村内にはありません

◦新制度に移行しない幼稚園

◦事業所内保育
　（従業員専用）

◦認可外保育施設

※�村へ「認定」の申請をする必要は
ありませんので、申し込み・問
い合わせは直接施設へ。

★★★★

幼　稚　園

※村内では「こごせ幼稚園」

　平成24年８月、子ども・子育てをめぐるさまざまな課題を解決するために、「子ども・子育て支援法」
という法律ができました。この法律と、関連する法律に基づいて、幼児期の学校教育や保育、地域の子育
て支援の量の拡充や質の向上を進めていく「子ども・子育て支援新制度」が、平成27年４月に本格スター
トします。

１．新制度の概要
　①�新制度の施設を利用する際、村へ「認定」の申請を行い（１号認定の人は園を通じて村へ）、「認定証」
の交付を受けていただく必要があります（保育の必要性により、「標準時間」・「短時間」認定されます）。

　②�新制度対象の幼稚園・保育所などの保育料は所得に応じた月額になります（国が示す基準により、村
が決定します）。

２．新制度の施設と従来型の施設
　○新制度の施設（所得に応じた保育料を村が決定）　　　　　　　　 ○従来型の施設（保育料は施設が決定）

３．「認定」の申請が必要です…「３つの認定区分」と選択施設

※ただし、２号の人でも保護者の希望により１号での申し込みも可能です。
※教育標準時間外の利用については、一時預かり事業の対象となります。
※�保育短時間は１月あたり48時間以上120時間（週30時間程度）まで、保育標準時間は120時間以上で区分され
ます。
※２・３号の認定を受けようとする人については、「保育の必要性」の認定の申請が必要です。

認定区分 対　象　者 利 用 時 間 選 択 施 設

１　号 満３歳以上の子ども（２号認定除く） 教育標準時間（４時間程度） 幼稚園・認定こども園

２　号 満３歳以上で「保育を必要とする事由」
（左記４）に該当する子ども

保育短時間（８時間程度）
保育所・認定こども園

保育標準時間（11時間程度）

３　号 満３歳未満で「保育を必要とする事由」
（左記４）に該当する子ども

保育短時間（８時間程度） 保育所・認定こども園
地域型保育など保育標準時間（11時間程度）

子ども・子育て支援新制度
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幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

を
利
用
希
望
の
場
合

（
１
号
認
定
）

１ ２ ３ ４ 幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

と
契
約
を
し
ま
す

幼稚園などに
直接申し込み
をします

幼稚園などか
ら入園の内定
を受けます（定
員超過の場合
は選考あり）

幼稚園などを
通じて利用の
ための認定を
申請します

幼稚園などを
通じて村から
認定証を交付
します

２ ３ 村（
保
育
所
）・
認
定
こ
ど

も
園
と
契
約
を
し
ま
す

申請者の希望、
保育所などの
状況などによ
り村が利用調
整します

村から認定証
を交付します

１
村に「保育の必要性」の認定およ
び保育所などの利用希望の申し込
みをします

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

を
利
用
希
望
の
場
合

（
２
・
３
号
認
定
）

４．「保育を必要とする事由」
□１月あたり48時間以上労働することを常態としていること（週３日以上、かつ１日４時間以上）
□妊娠中であるかまたは出産後間がないこと（出産または出産予定日の前後８週間）
□疾病にかかり、または障がいを有していること
□同居または長期入院などしている親族を常時介護・看護していること
□震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっていること
□求職活動を継続的に行っていること　　　　
□就学していること
□虐待やＤＶの恐れがあること
□育児休業取得中に、既に保育施設などを利用している子どもがいて継続利用が必要であること
□その他、上記に類する状態として村が認める事由に該当すること

５．子ども・子育て支援新制度の利用の流れ

６．保育所入所受付
　平成27年４月１日からの保育所入所を希望する人の申し込みを次のとおり受け付けます。新規で保育所
入所を希望する人は、保育所の利用申し込みとともに「保育の必要性」の認定の申請をしてください（現在、
げんき保育園に入所している人も「保育の必要性」の認定の申請が必要です）。
　申込用紙は健康福祉課または小吹台連絡所、げんき保育園で配布しています。

〈問い合わせ〉健康福祉課・教育課

受付期間　12月１日（月）～19日（金） 受付場所　健康福祉課（村立保健センター内）

対　　象　平成27年４月１日現在、生後２か月以上で満６歳未満の児童

　　　　　保護者のいずれもが「保育を必要とする事由」（上記４）のような状態にある場合
入所条件　※�ただし、これらの条件に該当する人でも、家庭内で保育ができない程度が高い人から承諾します

ので、定員に余裕がない場合は入所できないことがあります。

結果通知　保護者に平成27年３月上旬に通知します。

保 育 料　申し込み児童の属する世帯の村民税額などにより、村保育所徴収金（保育料）基準額表に基づき算定します（保育料に関しては検討し、３月末までにお知らせします）。
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教
育
委
員
会

教
育
委
員
に

東
條
由
紀
子
氏
を
選
任

　

10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
村
議
会

臨
時
会
で
、
東
條
由
紀
子
氏
（
森
屋

１
０
１
１
番
地
の
１
）
が
教
育
委
員

の
選
任
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
條
氏
の
選
任
は
、
山
口
光
代
委

員
（
在
任
期
間
平
成
18
年
11
月
～
平

成
26
年
11
月
）
の
任
期
満
了
に
伴
う

も
の
で
、
任
期
は
、
平
成
30
年
11
月

13
日
ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

協
定
締
結

災
害
時
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

協
定
を
締
結

　

10
月
15
日
付
け
で
、
村
と
一
般
社

団
法
人
大
阪
府
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
南
河

内
南
支
部
富
田
林
地
区
と
の
間
で
、

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資

等
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
ス
ム
ー
ズ
に
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
災
害
対
策
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

募　
　

集

村
職
員（
保
健
師
）募
集

　

村
で
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
採

用
予
定
の
新
規
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
千
早
赤
阪
村

に
愛
着
を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

あ
ふ
れ
る
元
気
な
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

保
健
師　

１
人

受
験
資
格

保
健
師
免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
27

年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む
）
で
昭
和
50
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日

•

第
一
次
試
験

　

平
成
27
年
１
月
25
日（
日
）

受
付
期
間

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）～
９
日

（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

そ
の
他

•
�

試
験
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

採
用
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

•
�

採
用
試
験
案
内
は
、12
月
１
日（
月
）

か
ら
人
事
財
政
課
で
配
布
お
よ
び

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

•
�

郵
送
で
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
に

「
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請

求
」
を
赤
字
で
明
記
し
、
あ
て
先

を
記
入
し
92
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封

の
上
、
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉　

　

人
事
財
政
課

　

〒
５
８
５-

８
５
０
１　

　

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
１
８
０
番
地

　

☎
�
０
０
８
１
（
内
線
２
１
１
）

統
計
調
査

平
成
26
年
度
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
実
施
さ
れ
る
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
12
月
31
日
現
在
で
、

12
月
か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

成
人
式

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
皆
さ
ん

の
門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
11
月
中
旬
に
は
が

き
で
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
通
知

が
届
か
な
い
場
合
や
、
内
容
に
誤
り

が
あ
る
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
27
年
１
月
12
日（
祝
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

開
式　

午
前
10
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

　

両
給
付
金
の
申
請
受
付
期
限
は
、

12
月
26
日（
金
）で
す
。

　

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

期
限
ま
で
に
申
請
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ

ン
タ
ー
１
階
窓
口
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
５
期
（
８
月
分
）
の
納
期
限
は
、
９
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
８
月
25
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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福
祉
医
療

医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
に
、
医

療
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○�

身
体
及
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費

助
成

対
象
条
件　

65
歳
未
満
の
人
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
人

②
重
度
知
的
障
害
者

③�

中
度
知
的
障
害
者
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○�

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
）
医
療
費
助
成

対
象
条
件　

65
歳
以
上
の
人
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

身
体
及
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費

助
成
対
象
の
人
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
ま
た
は
２
級
、
療
育
手
帳

重
度
な
ど
）

②�

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当

す
る
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

③�

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人

④�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象

の
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成　

対
象
条
件

①�

18
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
18
歳
に

達
し
た
日
か
ら
そ
の
日
以
降
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
②�

①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は

母
③�

父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を
養
育

す
る
養
育
者

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て

診
療
（
保
険
診
療
に
限
る
）
を
受
け

た
と
き
、
医
療
機
関
に
支
払
う
医
療

費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

　

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
福
祉
医
療
）

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、

医
療
費
や
保
険
料
の
還
付
金
の
名
目

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
に

誘
導
し
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐

欺
事
件
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
の
受
け
取

り
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

不
審
な
電
話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た

と
き
は
、す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、大

阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や

役
場
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
後
期
高
齢
）

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

注１：急患は富田林市立休日診療所（☎㉘1333）を利用ください。
　　　診療日：年末年始（12月29日～１月３日）、日曜日、祝日
　　　受付時間：午前９時～11時30分、午後１時～３時30分
　　　小児救急は富田林市消防署（☎㉕1122）へ（午後８時～翌朝８時）
注２：引っ越しなどで開閉栓が必要な場合、12月26日（金）までに上下水道課へ連絡してください。
　　　宅内の修繕業務は、村指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
　　　下水道については、公共マスより、本管側（道路側）の排水設備修繕業務は上下水道課まで連絡してください。
注３：12月29日（月）から１月５日（月）まで休業します。
注４：午前５時から早朝営業します。初日の出を金剛山でどうぞ！ピクニック広場でロープウェイ利用者にお楽しみ抽選会を開催し

ます。
注５：午前９時から午後５時まで、15分間隔で運行します。
注６：早朝５時からピクニック広場で先着200人に「ふるまい酒」と、先着1,000人に「ぜんざい」をプレゼント！

施設・業務名
12月
26日

（金）
27日

（土）
28日 

（日）
29日

（月）
30日

（火）
31日

（水）
₁月
₁日

（木）
₂日

（金）
₃日

（土）
₄日

（日）
₅日

（月）
₆日

（火）

村役場 ○ ○ ○
小吹台連絡所 ○ ○ ○
教育委員会事務局 ○ ○ ○
保健センター　　　 ○ ○ ○
村診療所（午前）　注₁ ○ ○ ○
千早診療所 　注₁ ○ ○ ○
村診療所（午後）　注₁ ○ ○ ○
上下水道課 ○ 注₂ ○ ○
Ｂ＆Ｇ海洋センタ－ ○ ○ ○ ○ ○
くすのきホ－ル ○ ○ ○ ○ ○
くすのきホ－ル図書室 ○ ○ ○ ○ ○
村立郷土資料館　注₃ 〇 〇 ○ ○
道の駅「ちはやあかさか」注₃ ○ ○ ○ ○
金剛山ロープウェイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 注₄ 注₅ ○ ○ ○
香楠荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 注₆ ○ ○ ○ ○ ○
臨時ごみ持ち込み ○ ○ ○
し尿臨時くみ取り ○ ○ ○
定期ごみ収集 ○ ○ ○

年末年始の業務案内

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
９
期
（
12
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
12
月
25
日（
木
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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国　
　

保

高
額
療
養
費
な
ど
の
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
国
民
健
康
保

険
の
法
改
正
に
よ
り
、
70
歳
未
満
の

人
の
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
お
よ

び
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
70
歳
未
満
の
人
の

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
表
記
も
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
内
容
に

つ
い
て
は
、左
の
図
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

お
よ
び
、
70
歳
未
満
の
非
課
税
世
帯

の
人
の
自
己
負
担
限
度
額
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※�

平
成
26
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
に

限
度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た

70
歳
未
満
の
人
は
、
平
成
27
年
１

月
か
ら
有
効
の
新
し
い
限
度
額
認

定
証
を
今
回
に
限
り
郵
送
し
ま
す
。

古
い
限
度
額
認
定
証
は
各
自
で
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

若
年
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
20

歳
以
上
40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に「
若

年
健
康
診
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
と
同
じ
内
容
の
健
診

（
眼
底
検
査
を
除
く
）
を
、
村
国
民

健
康
保
険
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）、
千
早
診
療
所
お
よ
び
植
田
診

療
所
（
小
吹
台
）
で
受
診
で
き
ま
す
。

受
診
者
負
担
は
３
千
円
で
す
。
申
し

込
み
は
、
印
鑑
と
保
険
証
を
持
参
の

上
、
住
民
課
保
険
年
金
担
当
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

上
下
水
道

水
洗
化
を
し
よ
う
！

○
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
内

で
く
み
取
り
式
便
所
を
使
用
さ
れ
て

い
る
人
は
、
法
律
で
３
年
以
内
に
ト

イ
レ
を
水
洗
化
し
、
風
呂
や
台
所
な

ど
か
ら
出
る
雑
排
水
と
と
も
に
下
水

道
に
流
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い

る
人
は
速
や
か
に
排
水
設
備
工
事
の

実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

改
造
工
事
を
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、

村
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○�

水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付
制

度
の
活
用
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
で

は
、水
洗
化
の
改
造
工
事
が
行
わ
れ
、

下
水
道
の
使
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
便
所
を
改
造
し
た
人
か

ら
は
、
悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、
大

変
快
適
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き
の
、

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
と
水
洗
化
促
進

を
図
る
た
め
、
無
利
子
貸
付
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
無
利
子
貸
付
制
度
を
利
用

さ
れ
る
人
は
、
連
帯
保
証
人
（
大
阪

府
内
に
居
住
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る

の
は
、
下
水
道
の
使
用
区
域
に
な
っ

て
か
ら
３
年
以
内
に
改
造
工
事
を
す

る
場
合
で
す
。

○�

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分

担
金
を
分
納
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

対
象
の
人
へ
は
す
で
に
納
付
書
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
分
割
で
支

払
わ
れ
て
い
て
ま
だ
完
納
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
平
成
26
年
度
第
２
期
分

を
12
月
25
日（
木
）ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な

る
と
、
給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

•

北
向
き
の
と
こ
ろ

•

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

•

屋
外
に
あ
る
水
栓
器
具

②
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
保
護
材
な

ど
を
使
用
し
て
給
水
管
や
蛇
口
を
保

護
し
て
く
だ
さ
い
。

③
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き

　

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
ま
た
は
布
を
か
ぶ
せ
、「
ぬ
る

ま
湯
」
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
か
け
る
と
給
水
管
が
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

④
破
裂
し
た
と
き
は

　

止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
か
、
そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
）
を

閉
め
修
理
を
村
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

水
道
料
金
な
ど
の
お
支
払
い
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

村
の
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
は
、

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
・

平成26年12月まで

平成27年１月から

➡

※非課税世帯の人の自己負担限度額については、変更ありません。

所得区分
₃回目まで ₄回目以降

総所得金額等

上位所得者 600万円超 150,000円
＋（医療費－500,000円）×１％ 83,400円

一 般 600万円以下 80,100円
＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

所得区分
₃回目まで ₄回目以降

総所得金額等

上位所得者
901万円超 252,600円

＋（医療費－842,000円）×１％ 140,100円

600万円超
901万円以下

167,400円
＋（医療費－558,000円）×１％ 93,000円

一 般
210万円超
600万円以下

80,100円
＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

210万円以下 57,600円

　
タ
オ
ル
な
ど
で

お
お
っ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
る

　
専
用
の
防
寒

保
護
材
な
ど
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下
水
道
使
用
料
な
ど
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

水
道
料
金
な
ど
は
、
水
道
な
ど
を

利
用
す
る
す
べ
て
の
人
に
公
平
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、

一
部
の
人
に
未
納
が
発
生
し
ま
す
と
、

適
正
な
料
金
収
入
が
確
保
で
き
ず
、

事
業
経
営
に
支
障
が
出
ま
す
。
水
道

料
金
な
ど
の
納
入
期
限
内
の
お
支
払

い
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

水
道
料
金
な
ど
に
つ
い
て
、
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
上

下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

消
費
者
相
談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑳

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
残
高
が
残
っ

て
い
る
の
に
、
期
限
切
れ
で
無
効

に
！

　

飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
で
使
用
で
き
る

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

が
、
１
年
間
利
用
し
な
い
と
残
高
が

無
効
と
な
り
、
払
い
戻
し
も
で
き
な

い
と
い
う
。
納
得
い
か
な
い
。

購
入
の
際
は
有
効
期
限
や
利
用
規
約

を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場

合
、
そ
の
期
限
を
過
ぎ
た
カ
ー
ド
は

利
用
で
き
な
く
な
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。払
い
戻
し
に
つ
い
て
も
、

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
発
行
・
利
用

の
廃
止
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
す
る

際
は
、
有
効
期
限
や
利
用
条
件
な
ど

に
つ
い
て
、
カ
ー
ド
上
の
表
示
や
別

紙
で
渡
さ
れ
る
利
用
規
約
な
ど
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
購
入
に
際

し
て
は
、
利
用
金
額
や
頻
度
を
考
え

た
上
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
発
行
者
が
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
や
商
品
券
の
発
行
・
利
用
を

廃
止
し
た
場
合
な
ど
で
は
、
有
効
期

限
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
利
用
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
一
定
の
期
限
内
で
あ

れ
ば
未
使
用
分
の
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
え
な
く
な

る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
商
品
券
な

ど
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
や
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
必
ず
発
行
元
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
払
い
戻
し
の
期

限
内
に
申
し
出
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
の
で
、
速
や
か
に
手
続
き
し
ま

し
ょ
う
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

人　
　

権

ご
存
知
で
す
か
？「
宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
制
度
」

　

大
阪
府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の

場
に
お
け
る
同
和
地
区
に
対
す
る
差

別
や
入
居
差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、
業
界
団

体
と
連
携
し
、「
宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
」
の
養
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
村
で
も
こ
の
制
度

の
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
推
進
指
導
員
を
設
置
す
る
宅

地
建
物
取
引
業
者
は
、
従
業
員
に
対

し
、
人
権
に
関
す
る
教
育
、
啓
発
を

行
い
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
事
務

所
に
は
、
次
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
住
宅
ま
ち

　

づ
く
り
部
建
築
振
興
課

　

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

　
（
内
線
３
０
８
３
・
３
０
８
４
）

　

�http://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/

kenshin/sido-jinken/shidoin.
htm
l

　

先
日
、
大
阪
府
の
南
部
に
あ
る
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た
、
文
部
科
学
省
指
定

の
人
権
教
育
の
研
究
発
表
会
に
招
か
れ

ま
し
た
。
案
内
状
に
は
、「
人
間
性
豊

か
で
、
活
力
あ
る
子
ど
も
の
育
成
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
２
年
間
の
研
究
の
成
果

を
公
開
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　

発
表
会
は
前
半
が
公
開
授
業
、
後
半

が
体
育
館
で
の
研
究
発
表
で
し
た
。
そ

の
公
開
授
業
は
、
自
分
の
生
活
や
生
ま

れ
た
時
の
こ
と
、
な
か
ま
へ
の
想
い
、

地
域
の
ね
が
い
、
将
来
へ
の
夢
な
ど
多

彩
な
テ
ー
マ
で
１
年
か
ら
６
年
の
全
学

年
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。ど
の
授
業
も
、

み
ん
な
で
考
え
良
く
練
り
上
げ
ら
れ

た
、
何
時
間
も
の
取
組
み
と
活
動
を
ふ

ま
え
た
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

　

１
年
生
は
、
生
活
科
「
う
ち
の
ひ
と

の
し
ご
と
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
そ
の

教
室
に
入
る
と
、
ち
ょ
う
ど
あ
る
女
子

児
童
が
自
分
の
文
章
を
読
む
と
こ
ろ
で

し
た
。
ど
の
子
も
、
し
っ
か
り
顔
を
上

げ
て
前
で
発
表
す
る
仲
間
に
体
ご
と
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。
一
瞬
で
、
教
室
の

中
が
ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め
た
空
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
の　

お
か
あ
さ
ん
は　

あ

さ
の　

８
じ
か
ら　

ゆ
う
が
た
の　

５

じ
ま
で　

…　

お
し
ご
と
を　

し
て
い

ま
す
。
わ
た
し
が　

学
ど
う
か
ら
か
え

る
と　

お
か
あ
さ
ん
は　

ソ
フ
ァ
で　

よ
こ
に
な
っ
て　

い
ま
し
た
。
お
か
あ

さ
ん
は　

す
こ
し
し
か　

ご
は
ん
を　

た
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
わ
た
し

は　

お
か
あ
さ
ん
の
た
め
に　

な
に
か

し
た
い
と　

お
も
い
ま
し
た
。
…
」

　

し
ゃ
ん
と
背
筋
を
伸
ば
し
て
、
肘
を

あ
げ
両
手
で
持
っ
た
作
文
の
紙
を
顔
の

前
に
広
げ
、
そ
の
子
は
良
く
と
お
る
声

で
最
後
ま
で
読
み
ま
し
た
。
読
み
終
え

て
、「
何
か
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」。

す
ぐ
に
何
人
も
の
手
が
挙
が
り
ま
し
た
。

「
洗
い
終
わ
っ
た
時
ど
ん
な
気
持
ち
が

し
ま
し
た
か
」、「
疲
れ
た
け
ど
よ
か
っ

た
で
す
」。
次
々
に
出
る
質
問
に
て
き

ぱ
き
と
答
え
、「
こ
れ
で
質
問
は
終
わ

り
ま
す
」、
す
て
き
な
笑
顔
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
も
の
お
じ
し
な
い
態
度

に
、
小
柄
な
そ
の
子
が
大
き
く
見
え
た

も
の
で
す
。

　

校
長
先
生
か
ら
、
そ
の
子
は
入
学
し

た
頃
は
手
を
挙
げ
て
答
え
る
こ
と
は
お

ろ
か
、
友
だ
ち
と
話
し
合
う
こ
と
も
で

き
ず
と
て
も
心
配
だ
っ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。
廊
下
に
は
柱
の
陰
か
ら
そ
っ

と
見
守
る
お
か
あ
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。「
優
し
い
、
い
い
お
子
さ
ん
で

す
ね
」、
は
い
と
答
え
る
笑
顔
の
目
が

潤
ん
で
い
ま
し
た
。

　

家
族
の
一
員
と
し
て
自
分
も
役
立
ち

た
い
と
い
う
意
欲
を
育
て
る
学
習
、
交

流
を
通
し
て
自
分
と
仲
間
の
生
活
を
重

ね
て
考
え
る
学
習
を
通
じ
て
、
研
究
目

標
で
あ
る
「
伝
え
合
い
、
認
め
合
い
、

育
ち
合
う
」
授
業
が
、
一
年
生
に
見
事

に
結
実
し
た
瞬
間
で
し
た
。

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日
の
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
大
阪
空
襲
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日（
土
）～
７
日（
木
）
場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

費
用　

無
料
〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
⑳

「
お
か
あ
さ
ん
の
た
め
に

　
　
　
な
に
か
し
た
い
」
島
　
　
善
信（
大
阪
教
育
大
学
）
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健　
　

康

抗
体
価
の
低
い
お
と
な
の
風

し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

　

風
し
ん
の
抗
体
を
持
た
な
い
、
ま

た
は
低
い
抗
体
価
の
妊
娠
中
の
女
性

が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

に
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
や
緑
内

障
な
ど
の
障
が
い
（
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
）
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

村
で
は
、
妊
婦
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
、
抗
体
価
の
低
い
お

と
な
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す
。

期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま

で対
象　

接
種
時
に
村
に
住
民
票
の
あ

る
人
で
、風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、

免
疫
が
不
十
分
（
風
し
ん
抗
体
価
が

Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍
以
下
、
ま
た
は
Ｅ
Ｉ

Ａ
法
で
８
・
０
未
満
、
抗
体
価
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
日
以
前
５
年
以
内
の
結

果
）
で
、
か
つ
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者

③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

助
成
額

•

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

７
千
円

•

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　

４
千
円

助
成
方
法　

ワ
ク
チ
ン
接
種
料
金
を

医
療
機
関
窓
口
で
全
額
お
支
払
い
い

た
だ
き
、
後
日
還
付
に
て
助
成
し
ま

す
。
領
収
書（
原
本
）、接
種
済
証（
コ

ピ
ー
可
）、
抗
体
検
査
の
結
果
が
わ

か
る
も
の
（
コ
ピ
ー
可
）、
振
込
先

の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、認
印
を
持
参
し
健
康
福
祉
課（
保

健
セ
ン
タ
ー
１
階
窓
口
）
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

風
し
ん
抗
体
検
査
は
、
富
田
林
保

健
所
（
☎
㉓
２
６
８
１
）
に
て
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
要
予
約
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

大
腸
が
ん
検
診（
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
対
象
者
）の
個
別
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す

　

大
腸
が
ん
検
診
は
便
潜
血
検
査
に

よ
り
、
腸
か
ら
の
出
血
の
有
無
を
調

べ
る
も
の
で
す
。
村
で
は
、
大
腸
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

（
国
で
定
め
ら
れ
た
40
～
60
歳
の
５

歳
刻
み
の
節
目
年
齢
）
に
限
り
、
指

定
医
療
機
関
や
郵
送
な
ど
で
個
別
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
人
の
大
腸
が
ん
罹り

患か
ん

率
は

年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
自
分
で
は

気
が
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
し

ま
う
が
ん
の
ひ
と
つ
で
す
。
異
常
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、
年
に
１

回
の
大
腸
が
ん
検
診
が
必
要
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

個
別
検
診
の
受
診
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

に
は
今
年
４
月
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
紛
失
し
た

場
合
な
ど
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談

く
だ
さ
い
。

検
診
実
施
期
間

平
成
27
年
２
月
28
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

「
今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up
術
」

参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up（
ア
ッ
プ
）

す
る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る

食
事
や
運
動
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
人
は
１
５
０
円
）

※�

調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０

０
円
が
必
要
で
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

★
健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
術
」〈
調
理
実
習
〉

•

シ
ー
フ
ー
ド
グ
ラ
タ
ン

•

ゆ
ず
ド
レ
サ
ラ
ダ

け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

　

鍋
料
理
、
す
き
焼
き
、
シ
チ
ュ
ー

な
ど
料
理
か
ら
立
ち
上
が
る
湯
気
か

ら
は
、味
わ
い
や
温
か
さ
が
伝
わ
り
、

心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

料
理
に
、
野
菜
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
冬
野
菜
の
栄
養
を
紹
介

し
ま
す
。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
言
え
ば
、
す
ぐ
に

思
い
浮
か
ぶ
の
が
レ
モ
ン
で
す
が
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
レ
モ
ン
に
負
け

な
い
ほ
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
ん
で

い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
よ
り
含
ま

れ
て
い
る
栄
養
素
は
少
な
い
で
す
が
、

熱
に
強
い
性
質
が
あ
る
の
で
、
ゆ
で

て
も
栄
養
素
が
失
わ
れ
に
く
い
の
が

特
徴
で
す
。

　

グ
ラ
タ
ン
・
ポ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
に

使
う
と
き
は
、
湯
に
少
し
塩
を
加
え

る
と
、
ス
プ
ー
ン
で
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど

や
わ
ら
か
く
ゆ
で
上
が
り
ま
す
。
サ

ラ
ダ
・
ピ
ク
ル
ス
・
炒
め
物
な
ど
に

す
る
と
き
は
、
湯
に
酢
や
レ
モ
ン
を

加
え
て
ゆ
で
る
と
、
コ
リ
コ
リ
と
ゆ

で
上
が
り
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ

　

キ
ャ
ベ
ツ
に
は
、ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
、別

名
「
キ
ャ
ベ
ジ
ン
」
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。胃
薬
の
名
前
に
も
あ

る
よ
う
に
、胃
の
粘
膜
を
保
護
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、

芯
の
周
辺
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｕ
や
Ｃ
は
、
水
に
溶
け
や
す
く
、
熱

に
弱
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
生
で
食
べ
る
の
が
オ
ス

ス
メ
で
す
。
加
熱
す

る
場
合
は
、
ス
ー
プ
煮
の
よ
う
な
汁

ご
と
食
べ
ら
れ
る
料
理
が
オ
ス
ス
メ

で
す
。

　

春
キ
ャ
ベ
ツ
は
外
側
の
巻
き
が

ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
軽
い
も
の
、
冬

キ
ャ
ベ
ツ
は
し
っ
か
り
と
葉
が
巻
か

れ
て
ず
っ
し
り
と
重
み
の
あ
る
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

だ
い
こ
ん

　

だ
い
こ
ん
は
根
が
淡
色
野
菜
、
葉

が
緑
黄
色
野
菜
と
い
う
２
つ
の
要
素

を
持
っ
て
い
ま
す
。
葉
に
は
、
根
よ

り
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
根
に

は
な
い
β
︱
カ
ロ
テ
ン
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
が
ん
を
予
防
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

根
の
部
分
に
は
、
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ

と
い
う
酵
素
を
多
く
含
み
、
消
化
を

助
け
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

焼
き
魚
の
焦
げ
た
部
分
に
含
ま
れ
る

発
が
ん
性
物
質
を
中
和
す
る
働
き
が

あ
る
の
で
、
付
け
合
わ
せ
の
大
根
お

ろ
し
は
、
ま
さ
に
理
に
か
な
っ
た
食

べ
方
と
い
え
ま
す
。ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、

皮
に
近
い
部
分
と
皮
に
多
い
の
で
、

す
り
お
ろ
す
時
は
、
な
る
べ
く
皮
を

薄
く
む
い
て
使
う
か
、
皮
ご
と
使
う

の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
る

冬
野
菜
は
、
風
邪
予
防
に
効
果
的
で

す
。
体
調
を
崩
し
や
す
い
こ
の
時
期

は
、
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、
寒

い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

『
村
野
菜
、
食
べ
へ
ん
か
〜
？
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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•

ほ
う
れ
ん
草
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

日
時　

12
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
ご
ろ

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

12
月
24
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

★
健
康
の
た
め
の
基
礎
力
ア
ッ
プ
術

「
基
礎
力
を
ア
ッ
プ
す
る
食
事
の
コ

ツ
」〈
実
演
見
学
・
試
食
〉

•

カ
ラ
フ
ル
ブ
リ
大
根

•

野
菜
デ
ィ
ッ
プ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　

平
成
27
年
１
月
20
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
基
礎
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動
術
」

〈
運
動
実
技
〉

日
時　

平
成
27
年
１
月
27
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

（
写
真
）
10
月
メ
ニ
ュ
ー

 
•

タ
ラ
の
レ
モ
ン
蒸
し

 
•

さ
つ
ま
い
も
の
白
和
え

催　
　

し

平
成
26
年
度
村
民
大
学

歴
史
講
座
第
７
回
の
お
知
ら
せ

日
時　

12
月
10
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容　

考
古
学
と
自
然
科
学
①

　
　
　
（
科
学
の
力
で
年
代
を
知
る
）

講
師　

村
教
育
課
職
員

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円

受
付　

随
時

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除

く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

村
外
の
人
で
も
受
講
で
き
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※�

く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト

南
河
内
生
涯
学
習
広
域
講
座

「
南
河
内
郷
土
探
訪
」～
南
河
内
の

遣
隋
使
・
遣
唐
使
～

　

大
阪
府
・
市
町
村
生
涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク

（
南
河
内
の
９
市
町
村
で
構
成
）で
は
、

「
南
河
内
郷
土
探
訪
」
～
南
河
内
の

遣
隋
使
・
遣
唐
使
～
を
統
一
テ
ー
マ

に
講
座
を
行
い
ま
す
（
全
３
回
）。

　

地
域
ゆ
か
り
の
大
学
教
授
、
博
物

館
長
や
専
門
家
が
講
師
と
な
っ
て
、

南
河
内
の
歴
史
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
視
点
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象　

全
３
回
の
講
座
に
参
加
で
き

る
人
（
他
府
県
か
ら
の
参
加
も
で
き

ま
す
）

定
員　

１
２
０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
（
全
３
回
分
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
電
話
番
号
と
返
信
用
宛
先
を

明
記
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

一
枚
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
２
人
で
申
し
込
む

場
合
は
、
別
途
２
人
の
住
所
、
郵
便

番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

12
月
12
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
５-

０
０
４
１　

　

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
２
６
３
番
地

　

�

千
早
赤
阪
村
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
課
「
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
南
河
内

２
０
１
４
」
係

　

☎
�
１
３
０
０

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

日
時　

12
月
17
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　

•
�

お
は
な
し
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

•

ク
リ
ス
マ
ス
ポ
シ
ェ
ッ
ト
作
り

定
員　

10
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

回 日　時 テーマ 講　師 場　所

１
平成27年
２月10日（火）
午後２時～４時

井真成について
―その出自と環境を考える―

上田　睦さん
（藤井寺市教育委員会
文化財保護課長）

藤井寺市立
生涯学習センター

「アイセル・シュラホール」

２
平成27年
２月17日（火）
午後２時～４時

海を渡った南河内の人たち
来村　多加史さん

（阪南大学国際観光学部
教授）

羽曳野市立市民会館
大ホール

３
平成27年
２月24日（火）
午後２時～４時

高向玄理とその時代
太田　宏明さん

（河内長野市教育委員会
ふるさと交流課）

河内長野市立
市民交流センター
「キックス」４階
イベントホール

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間

◆
一
般
書

四
人
組
が
い
た
。　
　
　
（
高
村
薫
）

近
所
の
犬　
　
　
（
姫
野
カ
オ
ル
コ
）

妻
恋
坂
情
死
行　
　
　
　
（
鳥
羽
亮
）

螺
旋
階
段　
　
　
　
　
（
山
本
譲
二
）

見
え
ざ
る
貌　
　
　
　
（
堂
場
瞬
一
）

昨
日
の
ま
こ
と
、
今
日
の
う
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
江
佐
真
理
）

ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
坂
幸
太
郎
）

一
人
っ
子
同
盟　
　
　
　
（
重
松
清
）

フ
ォ
ル
ト
ナ
の
瞳　
　
（
百
田
尚
樹
）

呉
越
春
秋
５　
　
　
（
宮
城
谷
昌
光
）

瞳
の
犬　
　
　
　
　
　
（
新
堂
冬
樹
）

ダ
ブ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト　
（
真
保
裕
一
）

水
声　
　
　
　
　
　
　
（
川
上
弘
美
）

私
が
愛
し
た
サ
ム
ラ
イ
の
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳴
神
響
一
）

軍
師
官
兵
衛
４　
　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

風
花
帖　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

物
語
の
お
わ
り　
　
　
（
湊
か
な
え
）

明
日
の
子
供
た
ち　
　
　
（
有
川
浩
）

古
布
に
魅
せ
ら
れ
た
暮
ら
し
５

大
人
の
普
段
着

◆
児
童
書

宇
宙
人
に
会
い
た
い
！　
　

ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド

チ
ュ
ー
せ
ん
せ
い
は
お
い
し
ゃ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
い
も
と
よ
う
こ
）
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税

納
税
の
お
願
い

　

村
・
府
民
税
４
期
分
の
納
税
は
平

成
27
年
１
月
５
日（
月
）ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
お
よ
び
軽
自

動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
併

せ
て
納
税
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
村
で
は
12
月
を
「
税
収
確

保
重
点
月
間
」
と
位
置
付
け
、
滞
納

者
に
対
し
て
、
文
書
、
電
話
お
よ
び

訪
問
に
よ
る
催
告
を
徹
底
し
て
行
い
、

納
期
限
内
に
納
税
さ
れ
た
人
と
の
税

の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。
税
金
は

納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

従
業
員
の
個
人
村
・
府
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

事
業
主
の
人
は
、
原
則
と
し
て
従

業
員
の
個
人
村
・
府
民
税
を
給
与
か

ら
天
引
き
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
（
特
別
徴
収
）
が
法
律
に
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
河
内

地
域
の
市
町
村
お
よ
び
大
阪
府
は
連

携
し
て
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
な

ら
び
に
徴
収
の
た
め
に
、
特
別
徴
収

推
進
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

環
境
衛
生

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き

取
り
業
務
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り

業
務
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

年
末
引
き
取
り
最
終
日　

12
月
24
日（
水
）

年
始
引
き
取
り
開
始
日

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）

※�

引
き
取
り
申
請
の
前
に
必
ず
電
話

に
よ
る
事
前
相
談
お
よ
び
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
動
物
管
理

　

�

指
導
所
藤
井
寺
分
室
（
藤
井
寺
市

藤
井
寺
１-

８-

36
）

　

☎
０
７
２（
９
３
７
）１
１
０
１

野
良
猫
へ
の
餌
付
け
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

野
良
猫
に
餌
付
け
を
す
る
と
、
数

が
増
え
て
周
囲
に
鳴
き
声
や
ふ
ん
尿

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
芳
志
は
、
有
意
義

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
北
浦　

卓　

様
（
愛
知
県
）

　

５
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈12月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

２ 火 午前10時～ 地域子育て支援センター 新聞あそび

３ 水 午前10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

10 水 ★ 午前10時～10時30分

地域子育て支援センター

げんき親子体操

11 木 ★ 午前10時～11時 人形劇

13 土 ★ 午前10時～正午 お餅つき大会

16 火 ★ 午前10時30分～11時 凧作り

17 水 ★ 午前10時30分～11時 英語あそび・発育測定

24 水 午前10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

今月の一押し　�　人形劇　�劇団バクによる楽しい人形劇を予定しています。ぜひ、ご参加ください。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。
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な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
近
所
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
飼
う
自
覚
の

な
い
無
責
任
な
餌
付
け
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
飼
い
主
は
猫
の
健
康
と
安
全

の
た
め
に
室
内
で
飼
う
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
飼
育
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
は
、
次
の
窓
口
で
相
談
を
し

ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
動
物
管
理

　

�

指
導
所
藤
井
寺
分
室
（
犬
猫
な
ど

の
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
相
談
）

　

☎
０
７
２（
９
３
７
）１
１
０
１

そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
イ
ベ
ン
ト
情
報

〈
お
お
さ
か
河
内
材
の
ヒ
ノ
キ
で「
Ｍ
ｙ

ス
プ
ー
ン
or
ベ
ビ
ー
カ
ト
ラ
リ
ー
づ

く
り
」〉

日
時　

12
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

受
付　

12
月
７
日（
日
）午
前
10
時
～

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

12
人

費
用　

３
千
円

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http

：//w
w
w
.sinrin.org/foresta/

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

12
月
１
日（
月
）か
ら
20
日（
土
）ま

で｢

み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
、あ
っ
た

か
い
地
域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
行
い
ま
す
。

　

温
か
い
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
協
会
費
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

社
協
の
自
主
財
源
と
な
る
会
費
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
会
費
は
村
の

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
賛
助
会
費
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　
　

77
万
８
３
０
７
円

共
同
募
金

　

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
共

同
募
金
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

募
金
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金　
　
　

72
万
９
４
１
１
円

学
校
募
金　
　
　

２
万
５
１
７
０
円

バ
ッ
ジ　
　
　
　

７
万
８
８
１
６
円

募
金
箱　
　
　
　
　
　

１
２
７
５
円

献　
　

血

　

愛
の
献
血
（
11
月
12
日
）
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
数　

40
人　

　

今
後
と
も
地
域
献
血
に
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
貝
長　

徹（
水
分
１
３
４
番
地
１
）

　

５
万
円

　

亡
妻　

啓
子
氏
の
供
養
と
し
て

◎
高
木　

克
彦（
森
屋
９
０
４
番
地
）

　

３
万
円

　

亡
母　

恭
子
氏
の
供
養
と
し
て

◎�

東
條　

美
代
子
（
森
屋
４
５
６
番

地
３
）

　

１
万
円

　

亡
夫　

望
氏
の
供
養
と
し
て

◎
達
石　

明
美（
森
屋
３
２
４
番
地
）

　

１
万
円

　

亡
夫　

義
廣
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

自
衛
官
募
集

〇
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　

所
要
の
教
育
を
経
て
、
３
か
月
後

に
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

入
隊
日　

平
成
27
年
３
月
下
旬
予
定

•

第
１
回

受
付
期
間　

12
月
８
日（
月
）～
平
成

27
年
１
月
16
日（
金
）

試
験
期
日　

平
成
27
年
１
月
25
日

（
日
）～
27
日（
火
）の
う
ち
１
日

大
阪
府
里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

12
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

千
里
文
化
セ
ン
タ
ー
「
コ
ラ

ボ
」２
階
集
会
場（
北
大
阪
急
行『
千

里
中
央
駅
』
下
車　

徒
歩
２
分
）

対
象　

大
阪
府
民

内
容　

•

里
親
の
体
験
談

　
　
　

•

里
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　

•

相
談
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

費
用　

無
料

保
育　

１
歳
～
就
学
前
（
要
予
約
）

主
催　

大
阪
府
・
大
阪
里
親
連
合
会

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
福
祉
部
子

　

ど
も
室
家
庭
支
援
課

　

☎
06（
６
９
４
４
）６
３
１
８　

　
　

06（
６
９
４
４
）６
６
８
０

拉
致
問
題
啓
発
映
画

『
め
ぐ
み
』上
映
会

日
時　

12
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

場
所　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市

中
央
区
大
手
前
１-

３-

49
号
）　

内
容　

•

政
府
の
取
組
報
告

　
　
　

•

映
画
「
め
ぐ
み
」

定
員　

１
５
０
人
（
当
日
先
着
順
）

費
用　

無
料

主
催　

政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部
・

大
阪
府
・
府
内
全
市
町
村

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
府
民
文
化
部
人
権
局

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
２
８
０

•

第
２
回

受
付
期
間　

平
成
27
年
１
月
28
日

（
水
）～
２
月
３
日（
火
）

試
験
期
日　

平
成
27
年
２
月
13
日

（
金
）～
16
日（
月
）の
う
ち
１
日

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方

　

協
力
本
部　

富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
㉔
３
７
９
９　
　

㉔
３
９
９
９

楠
公
史
跡
保
存
会
会
員
募
集

　

本
会
は
、
村
内
の
史
跡
整
備
や
清

掃
奉
仕
活
動
、
資
料
館
の
管
理
や
道

の
駅
売
店
の
運
営
に
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
交
流
の
バ

ス
ツ
ア
ー
や
楠
公
祭
、
史
跡
探
訪
な

ど
楽
し
い
企
画
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
ご
支
援

い
た
だ
け
る
人
の
入
会
を
お
願
い
し

ま
す
。

費
用　

３
千
円
（
年
会
費
）

受
付　

随
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保

存
会　

☎
�
１
５
８
８

大
阪
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

大
阪
府
で
は
、
12
月
を「
税
収
確

保
重
点
月
間
」と
定
め
、府
内
の
市
町

村
と
連
携
し
、
滞
納
者
に
対
す
る
徹

底
し
た
催
告
や
財
産
の
差
し
押
さ
え

を
行
い
、
納
期
限
内
に
納
税
さ
れ
た

人
と
の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
南
河
内
府

　

税
事
務
所　

☎
㉕
１
１
３
１

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間
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金
こ ご せ

剛山の里　棚田夢灯り＆収穫祭2014
　11月８日、金剛山の里　棚田夢灯り＆収穫祭2014が開催されました。
　村立中学校グラウンドで開催された収穫祭では、好天にも恵まれ、新鮮な農産物の販売などさまざまな模擬店が
出店し、大賑わいでした。
　また、中学校体育館で夢灯り寄席が開催され、桂福團治さんによる創作落語とゼンジー北京さんによるマジック
ショーで会場は大盛り上がりでした。
　棚田夢灯りでは、たくさんの中学生や地域のボランティアなどにより、下赤阪の棚田は3,000本の灯ろうの光に彩
られました。
　会場では、村立中学校吹奏楽部による迫力ある演奏と中津神社の氏子による獅子舞が観客を魅了しました。
　また、棚田の歌には工藤和久さん作詞による「きらめく棚田～心のオアシス～」が選ばれ、北村益実さんが作曲し、
「ＮＹＯＲＯ＆梵彩」による演奏で披露されました。

頑張りました！！
● 第32回秋季テニス大会 ●

　10月25日、村立テニスコートで秋季テニス大会が４チームの
参加により行われました。
　優　勝　　　
　　中野、永山、井出
　準優勝
　　山口、畑、伊東
　第３位
　　形井、尾崎、伊東

12



文化の日に村表彰
　11月３日、平成26年度村表彰式典がくすのきホールで行われました。今回の表彰は長年にわたり村政や地域振興
などの各分野で活躍された個人や団体に贈られるものです。受賞者は次のとおりです（順不同）。

○自治功労者表彰
　石橋　依子 さん（吉年）　　瀬戸　葉子 さん（水分）
　塚田　孝一 さん（小吹台）　中島　俊輔 さん（川野辺）
　　村の青少年の健全育成に貢献。

　田中　鈴代 さん（小吹台）
　�　社会教育委員、人権擁護委員、公平委員、民生委員
　として多岐にわたる分野で貢献。

　辻脇　成佳 さん （千早）
　　消防防災活動に貢献。

○善行者表彰
　団体の部
　下東阪老人会
　�　長年にわたり、下東阪地区の清掃活動を行い、地域
の美化に貢献。

　南水分喜楽会
　�　長年にわたり、盆踊りの保存、継承を行い、地域の
文化の振興に貢献。

　個人の部
　三木田　良二 さん（小吹台）
　�　長年にわたり、地区の道路などの清掃を行い、地域
の美化に貢献。

水車小屋で環境学習を行いました
　10月９・10日に千早小吹台小学校５年生、同月30・31日に赤阪小学校５年生が千早地区の水車小屋で環境学習を
行いました。
　水車小屋では、かつて水車を動かしていた用水路に、現在、水力発電機を設置して発電し、防犯灯や年末のクリ
スマスイルミネーション（※）に活用しています。
　当日、両小学校の児童は、水車小屋の所有者にお話を聞いたり、水門を全員で開け、発電させる体験をしました。
（※）今年は12月23日から25日までの午後４時から９時までの間で開催します。

13



ふれあい展・コンサートが行われました
　10月25・26日、くすのきホールにて、ふれあい展・コンサートが盛大に行われました。
　展示には、18団体・個人９人の作品が展示され、コンサートには15団体の出演がありました。
　また、押し花・レザークラフトなどの体験コーナーや、学校給食センターで子どもたちに人気のＵＦＯ揚げの試
食もあり、大勢の来場者で賑わいました。

100歳おめでとうございます
　11月17日に100歳の誕生日を迎えられた東條楠治さ
んを松本村長が訪問し、ご長寿のお祝いを贈呈しました。
　東條さんに健康の秘訣を尋ねると、「好き嫌いをせ
ず何でも食べることと、毎日体を動かすことです。」
と元気よく答えてくださいました。

児童虐待防止推進月間街頭キャンペーン
　10月26日、「平成26年度　千早赤阪村ふれあい展・
コンサート」会場で、児童虐待問題について理解を深
め主体的な関わりを持てるように、児童虐待防止推進
月間街頭キャンペーンを行いました。
　リーフレットや啓発物品を配布し、児童虐待発見時
の連絡先や児童虐待の防止を呼びかけました。

▲オレンジリボン
　（児童虐待防止シンボルマーク）

14



近況は・・・
　龍谷大学で哲学の勉強をしています。
趣味は・・・
　映画鑑賞と走ることです。
夢は・・・
　映画が好きなので、映画に携わる仕事がした
いです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　中津神社の秋祭りです。獅子舞もだんじりも
楽しかったです。
思い出のアルバムから・・・

　

千早赤阪村について・・・
　星がきれいで、自然が多いところが好きです。
次号は・・・
　幼稚園と中学校が一緒の小西夏海さんです。
小西さんへメッセージを・・・
　みんなでまた会いましょうね。

小吹台　にしばた　りゅうのすけ　くん
（　西　端　　竜之介　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年６月24日生まれ

いつも笑顔をありがとう！
これからも竜之介らしく竜之介なりに歩んで行ってください。

父・良介さん、母・温子さん

中津原　 浦  野 　 達  矢 くん
＜20歳　さそり座＞

TatsuyaUrano

右が僕で、左が弟です。
よく弟と遊んでいました。

277

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ

　
　

俳
句
コ
ー
ナ
ー

鶺せ
き
れ
い鴒

の
好
き
な
る
石
の
ま
ろ
き
か
な

父
祖
の
山
騒
ぐ
な
野
分
来
て
を
り
ぬ

石
蕗
の
花
咲
い
て
届
き
し
訃
の
ひ
と
つ

鹿
の
角
ひ
と
つ
伐
い
て
は
掲
げ
を
り

呼
び
交
す
声
も
下
山
の
霧
の
中

橋
桁
に
急
流
の
あ
と
小
鳥
来
る

阿　

戸　

敏　

明

奥　

野　

千　

秋

下　

門　

信　

子

北　

浦　

賀
代
子

彼　

塚　

正　

子

向　
　
　

栄

美

子
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について
•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎720038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎740240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　類 実施日 受付時間 備　　考

富
田
林
保
健
所　

☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 予約制 9：30～12：15
13：00～17：00 電話で問い合わせください。

エ イ ズ に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】第1･3水曜日 13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料で、そのほか手数料が
必要な場合あり。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】 第3水曜日 9：30～10：30 電話で予約必要（先着順、無料）。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第1･3火曜日 10：00～11：00

（対象）•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  

※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚の
場合は保護者同伴のこと

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日 11：00～ 電話で問い合わせください。

飲用水 ･ 井戸水検査 毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。電話で予約必要。

（予約先：藤井寺保健所 検査課☎072-952-6165）
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：00～12：15
13：00～17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不
安」「○○科のある病院を教えて欲しい」など
医療機関に関する相談を受けています。

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

12月１日・８日・
15日・22日㈪
１月５日㈪

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

12月17日㈬
午前10時

～11時30分

０歳～幼稚園入園前の乳
幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

０～１歳頃までの乳幼児
と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分 １歳頃までの乳幼児の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 12月12日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題など
法律相談を希望する人
（同日に身体やこころの相
談も行います）

個別健 康 栄養相談 12月19日㈮ 午前10時～
（要予約）

食事療法が必要な人、健康
のため食生活を改善した
い人

保健師による健康相談
（電話・来庁） 12月16日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相談
を希望する人

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

広場・講習・相談など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

12月２日（火）・
５日（金）・９日（火）
12日（金）・16日（火）
19日（金）・23日（火）
26日（金）・30日（火）
１月６日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

12月３日（水）
１月７日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

12月11日（木）
　　25日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 12月18日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 12月24日（水）

各地区ミゼット車 12月17日（水）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 12月29日（月）予定

千早、東阪、中津原 12月30日（火）予定

心配ごと 12月４日（木）

児　　童 12月４日（木）

行　　政 12月４日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,776人（－15）
　男　　2,747人（－５）
　女　　3,029人（－10）
世帯数　2,366戸（－６）

10月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう


